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「寒さの先に、咲かすもの」 
副校長 齊藤 佑季  

 

暦の上で春の始まりを告げる「立春」を迎えましたが、実際には厳しい寒さがまだ続く季節です。

このような季節の変わり目は、私たちに大きな気づきをもたらします。それは「寒さの先には必ず春

がある」という希望と信念です。二月は、一年で最も短い月でありながら、春に向けて心と身体を整

える大切な時期です。また、節分や卒業準備といった節目を迎える月でもあります。 

 

まさに、「梅は、寒さの中で花を咲かせる」という表現があるように、厳しい環境の中でこそ、その

美しさが際立つことを示しています。実は、人間の成長もこれに似ています。時には困難に直面し、

思うようにいかないこともあります。しかし、そうした試練を経験することで、私たちは内面的な強

さを磨き、本当の意味での成熟へと向かうのです。児童・生徒たちにとっても、この時期はこれまで

の経験を糧に、自分たちの可能性を信じ、新しい挑戦へ踏み出す準備をする絶好の機会です。 

 

また、私の好きな言葉に、アメリカの心理学者ウィリアム・ジェームスの「習慣は、第二の天性で

ある」という言葉があります。この言葉が心に留まるのは、人生において「何が起きるか」よりも「そ

れにどう応答するか」の積み重ねが大切だからです。同じ状況でも、人によって見方や対応が異な

り、その違いが人生の違いを生み出します。子どもたちも学校生活の中で、友人との関係、学習の困

難、失敗の経験など、様々な場面で、どのように応答するかという「選択」を積み重ねています。 

 

さらに、興味深いことに、私たちが最も大きな影響を受けるのは、実は「運命的な大事件」ではなく

「日常の小さな選択」の集積だと言われています。朝、五分早く起きるという選択。困っている友人に

声をかけるという選択。失敗から学ぼうとする選択。こうした些細に見える選択こそが、時間ととも

に人格を形作り、可能性を広げていくことに繋がっています。本校では、こうした「主体的な選択」

ができる環境づくりを大切にしています。大人は完璧な答えを与えるのではなく、子ども自身が考

えて判断し、選択する過程を丁寧に支援する。その中にこそ、本当の成長があると考えています。 

 

冷たい風の中にも、春の息吹が感じられる今日この頃。子どもたちの無限の可能性を信じ、一人ひ

とりの選択と挑戦を丁寧に支援していくことが、私たち「伴走者」としての役割です。社会の著しい

変化と共に、対応を迫られる困難な時代だからこそ、梅が寒さの中で花を咲かせるように、子どもたちも自

らの力を信じて、新しい季節へ確かな一歩を踏み出していきます。伊藤学園は、子どもたちとともに、そ

の成長の過程を温かく見守りながら、全力でサポートしてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２日（月）   全校朝礼 

５日（木）   避難訓練 

１４日（土）  ５年スチューデント・シティ 

１６日（月）  生徒会朝礼・低学団朝礼、５年振替休業日 

２０日（金）  ひまわり組校外学習 

 

２５日（水）  期末考査①数②理③美 

２６日（木）  期末考査①国②技家③体 

２７日（金）  期末考査①社②英③音 

        １～８年保護者会 

        ４年生を囲む会・１０歳を祝う会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本の文化伝統に親しむ日     行事担当  

 中学団では百人一首大会と席書会を行いました。百人一首大会では、 

5・6・7年生が色ごとに混合チームを組み、事前の決起集会で気持ちを 

高めて本番に臨みました。札が読み上げられた瞬間、会場は一気に緊張 

感が走り、迷いながらも一生懸命に札へ手を伸ばす姿や、得意札を逃し 

て思わず悔しそうな表情を見せる姿、そして札が取れた瞬間に仲間と顔 

を見合わせて歓喜する姿が随所で見られました。一方、席書会では、ア 

リーナとは対照的に静寂が広がり、筆を運ぶ音だけが教室に響き渡りま 

した。児童生徒は、真剣な表情で一文字一文字丁寧に書き上げていました。

書き終わったあとに互いの作品を見せ合い、感想を伝え合う姿はとても印

象的でした。 

今回の活動を通して、児童生徒は日本の文化や伝統に触れ、その奥深さ

と魅力を改めて感じることができたのではないでしょうか。この経験を、

今後の学びへとつなげていってほしいと思います。 

 ひまわり組・６組 ホースセラピー    ひまわり組担任  

 １月２３日（金）、ひまわり組と 6組で大井競馬場に行き、 

ホースセラピー（馬とのふれあい事業）の活動に参加しました。 

ポニー乗馬や馬車、ミニチュアホースの 

エサやり、ブラッシングなどの体験を通 

して、生命の尊重と思いやりの心を育む 

ことを目的としています。お天気にも恵 

まれ、元気いっぱいの馬たちと一緒にふ 

れあいを楽しみました。 

子どもたちは大井競馬場のスタッフさんやジョッキーの方々に、たくさん 質問をして馬に対する

知識も高めることができました。 

 ７・８年生校外学習延期について     副校長  

 体調不良者や学級・学年閉鎖が出ているため、７・８年生の校外学習を延期することになりました。

それぞれの変更日は以下の通りです。場所に変更はありません。 

 

７年生：１月３０日（金） → ２月６日（金） 

 

８年生：１月２９日（木） → ３月１３日（金） 

 

 

 体調不良者が増えています     

 学校全体で体調不良での欠席が増えています。手洗いうがいの徹底や、睡眠時間を多くするなど、

健康に気を付けてお過ごしください。 


